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(57)【要約】
【課題】導光体を備えた車両用灯具において、数少ない
光源で面状に拡がりのある発光領域を確保可能とする。
【解決手段】導光体２０を、カーテン部材２０Ｂと、そ
の上端面２０Ｂａの位置に沿って所定方向（すなわち車
幅方向に湾曲した方向）に延びる棒状部材２０Ａとで構
成する。棒状部材２０Ａは、光源３０からの光をその右
端面２０Ａａから入射させてその内部を導光しながらそ
の周面２０Ａｃからカーテン部材２０Ｂに向けて出射さ
せる構成とする。これにより棒状部材２０Ａを上記所定
方向に帯状に延びる光源として機能させる。一方、カー
テン部材２０Ｂは、その上端面２０Ｂａから入射した棒
状部材２０Ａからの出射光を、その内部を導光しながら
その前面２０Ｂｂから出射させる構成とした上で、上記
所定方向と直交する平面に沿った断面形状を複数の括れ
部２０Ｂｃを有する形状に設定する。これにより各括れ
部２０Ｂｃにおいてカーテン部材２０Ｂを発光させる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、この光源からの光を入射させるように配置された導光体と、を備えてなる車両
用灯具において、
　上記導光体が、棒状部材とカーテン部材とを備えており、
　上記棒状部材が、上記カーテン部材の端面に沿って所定方向に延びるように配置されて
おり、上記光源からの光を該棒状部材の端面から入射させて該棒状部材の内部を導光しな
がら該棒状部材の周面から上記カーテン部材に向けて出射させるように構成されており、
　上記カーテン部材が、上記棒状部材からの出射光を該カーテン部材の端面から入射させ
て該カーテン部材の内部を導光しながら該カーテン部材の前面から出射させるように構成
されており、
　上記カーテン部材の上記所定方向と直交する平面に沿った断面形状が、複数の括れ部を
有する形状に設定されている、ことを特徴とする車両用灯具。
【請求項２】
　上記カーテン部材の前面における各括れ部の位置に光拡散部が形成されている、ことを
特徴とする請求項１記載の車両用灯具。
【請求項３】
　上記各括れ部が上記所定方向に延びるように形成されている、ことを特徴とする請求項
１または２記載の車両用灯具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、導光体を備えた車両用灯具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、車両用灯具の構成として、所定方向に延びるように配置された導光体と、こ
の導光体に対してその所定方向の端面から光を入射させるように配置された光源とを備え
たものが知られている。
【０００３】
　「特許文献１」には、このような車両用灯具として、複数の括れ部を有する棒状の導光
体を備えた構成が記載されている。その際、この車両用灯具の導光体は、その端面から入
射した光源からの光を各括れ部においてその周面から出射させるように構成されており、
これにより導光体を各括れ部の位置において発光させるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－２７３３３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記「特許文献１」に記載された車両用灯具においては、その導光体を上記所定方向の
複数箇所において発光させることは可能であるが、その発光領域を面状に拡がりのあるも
のとすることはできない。
【０００６】
　このような車両用灯具において、面状に拡がりのある発光領域を確保するためには、上
記「特許文献１」にも記載されているように、棒状の導光体を複数本並べて配置し、その
各々に対して光源を配置することが必要となる。
【０００７】
　しかしながら、このようにした場合には数多くの光源が必要となってしまう、という問
題がある。
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【０００８】
　本願発明は、このような事情に鑑みてなされたものであって、導光体を備えた車両用灯
具において、数少ない光源で面状に拡がりのある発光領域を確保することができる車両用
灯具を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本願発明は、導光体の構成に工夫を施すことにより、上記目的達成を図るようにしたも
のである。
【００１０】
　すなわち、本願発明に係る車両用灯具は、
　光源と、この光源からの光を入射させるように配置された導光体と、を備えてなる車両
用灯具において、
　上記導光体が、棒状部材とカーテン部材とを備えており、
　上記棒状部材が、上記カーテン部材の端面に沿って所定方向に延びるように配置されて
おり、上記光源からの光を該棒状部材の端面から入射させて該棒状部材の内部を導光しな
がら該棒状部材の周面から上記カーテン部材に向けて出射させるように構成されており、
　上記カーテン部材が、上記棒状部材からの出射光を該カーテン部材の端面から入射させ
て該カーテン部材の内部を導光しながら該カーテン部材の前面から出射させるように構成
されており、
　上記カーテン部材の上記所定方向と直交する平面に沿った断面形状が、複数の括れ部を
有する形状に設定されている、ことを特徴とするものである。
【００１１】
　上記「光源」は、棒状部材における一方の端面のみから光を入射させるように配置され
ていてもよいし、その他方の端面からも光を入射させるように配置されていてもよい。
【００１２】
　上記「カーテン部材」とは、面状に拡がるように形成された部材を意味するものである
。
【００１３】
　上記「棒状部材」は、カーテン部材の端面に沿って所定方向に延びるように配置されて
いるが、その際のカーテン部材における「端面」の具体的な位置は特に限定されるもので
はなく、また、上記「所定方向」についても、その具体的な方向は特に限定されるもので
はない。
【００１４】
　上記「カーテン部材」は、上記所定方向と直交する平面に沿った断面形状が、複数の括
れ部を有する形状に設定されていれば、その具体的な断面形状は特に限定されるものでは
ない。
【発明の効果】
【００１５】
　上記構成に示すように、本願発明に係る車両用灯具は、その導光体の構成として、カー
テン部材とその端面に沿って所定方向に延びるように配置された棒状部材とを備えた構成
となっているが、その際、棒状部材は、光源からの光を該棒状部材の端面から入射させて
その内部を導光しながらその周面からカーテン部材に向けて出射させる構成となっている
ので、この棒状部材を上記所定方向に帯状に延びる光源として機能させることができる。
【００１６】
　一方、カーテン部材は、その端面から入射した棒状部材からの出射光を、その内部を導
光しながらその前面から出射させる構成となっているが、このカーテン部材は、上記所定
方向と直交する平面に沿った断面形状が複数の括れ部を有する形状に設定されているので
、これら各括れ部においてカーテン部材を発光させることができる。そしてこれにより、
導光体の発光領域を上記所定方向およびこれと交差する方向に面状に拡げることができる
。
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【００１７】
　このように本願発明によれば、導光体を備えた車両用灯具において、数少ない光源で面
状に拡がりのある発光領域を確保することができる。
【００１８】
　上記構成において、カーテン部材の前面における各括れ部の位置に光拡散部が形成され
た構成とすれば、これら各括れ部においてカーテン部材を容易に発光させることができる
。そしてこれにより、各括れ部における発光の均一化を図ることができる。
【００１９】
　上記構成において、各括れ部が上記所定方向に延びるように形成された構成とすれば、
カーテン部材が上記所定方向に延びる縞模様で発光して見えるようにすることができる。
【００２０】
　上記構成において、棒状部材とカーテン部材とが一体的に形成された構成とすれば、棒
状部材からの出射光をカーテン部材に対して効率良く入射させることができる。そしてこ
れにより、棒状部材とカーテン部材とが離間して配置されている場合に比して、光源から
の出射光に対する利用効率を高めることができる。
【００２１】
　ここで、棒状部材とカーテン部材とが「一体的に形成されている」とは、棒状部材とカ
ーテン部材とが互いに離間しない状態で配置されていることを意味するものであって、そ
の具体的な態様としては、棒状部材とカーテン部材とが一体成形品として構成されている
態様や、棒状部材とカーテン部材とが接着等により固定されている態様等が採用可能であ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本願発明の一実施形態に係る車両用灯具を示す平断面図
【図２】上記車両用灯具の導光体を示す正面図
【図３】図２のIII－III線断面図
【図４】（ａ）は、上記実施形態の第１変形例に係る導光体を示す、図３と同様の図、（
ｂ）は、上記実施形態の第２変形例に係る導光体を示す、図３と同様の図
【図５】上記実施形態の第３変形例に係る導光体を示す、図２と同様の図
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、図面を用いて、本願発明の実施の形態について説明する。
【００２４】
　図１は、本願発明の一実施形態に係る車両用灯具１０を示す平断面図である。
【００２５】
　これらの図に示すように、本実施形態に係る車両用灯具１０は、車両の右後端部に設け
られるテールランプであって、ランプボディ１２とこのランプボディ１２の前端開口部に
取り付けられた素通し状の透光カバー１４とで形成される灯室内に、導光体２０と、この
導光体２０に光を入射させる光源３０とが組み込まれた構成となっている。
【００２６】
　なお、車両用灯具１０としては、図１において、Ｘで示す方向が「前方」（車両として
は「後方」）であり、Ｙで示す方向が「前方」と直交する「右方向」である。
【００２７】
　導光体２０は、車幅方向に湾曲して延びる棒状部材２０Ａと、この棒状部材２０Ａから
斜め下前方へ向けて延びるカーテン部材２０Ｂとからなっている。その際、これら棒状部
材２０Ａおよびカーテン部材２０Ｂは、アクリル樹脂等からなる透明な合成樹脂成形品と
して単一部材で構成されている。
【００２８】
　棒状部材２０Ａは、その左端面２０Ａｂからその右端面２０Ａａへ向けて後方側に回り
込むようにして曲線状に延びている。そして、この棒状部材２０Ａは、光源３０からの光
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を、その右端面２０Ａａから入射させて該棒状部材２０Ａの内部を全反射によって導光し
ながら該棒状部材の周面２０Ａｃからカーテン部材２０Ｂに向けて出射させるように構成
されている。
【００２９】
　光源３０は、赤色の発光ダイオードであって、棒状部材２０Ａの右端面２０Ａａの近傍
において、その発光面を右端面２０Ａａへ向けるようにして配置されている。この光源３
０は、光源支持部材３２に支持されており、この光源支持部材３２は、ランプボディ１２
に支持されている。
【００３０】
　導光体２０は、その棒状部材２０Ａが延びる所定方向に関して、棒状部材２０Ａの方が
カーテン部材２０Ｂよりもやや長めに形成されている。そして、この導光体２０は、その
棒状部材２０Ａの左右両端部において導光体支持部材２２、２４にそれぞれ支持されてい
る。その際、この棒状部材２０Ａの右端部を支持する導光体支持部材２２は、光源支持部
材３２に支持されており、また、その左端部を支持する導光体支持部材２４は、ランプボ
ディ１２に支持されている。
【００３１】
　図２は、導光体２０を示す正面図であり、図３は、そのIII－III線断面図である。
【００３２】
　これらの図にも示すように、棒状部材２０Ａの周面２０Ａｃは円筒状に形成されており
、この周面２０Ａｃにおける斜め上後方に位置する部位には、該棒状部材２０Ａに入射し
た光をカーテン部材２０Ｂへ向けて反射させる複数の反射素子２０Ａｓが形成されている
。
【００３３】
　これら複数の反射素子２０Ａｓは、棒状部材２０Ａの左右両端部を除く領域において上
記所定方向に連続的に形成されている。その際、これら各反射素子２０Ａｓは、導光体２
０の周面２０Ａｃから外周側へ突出するようにして楔形の断面形状で形成されており、ま
た、上記所定方向と直交する平面に沿った断面形状は周面２０Ａｃと同心の円弧状に設定
されている。
【００３４】
　これにより、図３に示すように、棒状部材２０Ａでの導光途中で各反射素子２０ｓへ向
かう光は、周面２０Ａｃの中心位置Ｃからの発散光として扱うことができる。そして、こ
の周面２０Ａｃと同心の断面形状を有する各反射素子２０ｓからの反射光は中心位置Ｃに
戻る再帰反射光となるので、カーテン部材２０Ｂへ出射する光も中心位置Ｃからの発散光
として扱うことができる。
【００３５】
　一方、カーテン部材２０Ｂは、棒状部材２０Ａからの出射光を、該カーテン部材２０Ｂ
の上端面２０Ｂａの位置から入射させて該カーテン部材２０Ｂの内部を導光しながら該カ
ーテン部材２０Ｂの前面２０Ｂｂから出射させるように構成されている。なお、このカー
テン部材２０Ｂは棒状部材２０Ａと単一部材で構成されているので、その上端面２０Ｂａ
は仮想面である。
【００３６】
　このカーテン部材２０Ｂは、上記所定方向と直交する平面に沿った断面形状が、複数の
括れ部２０Ｂｃを有する形状に設定されている。具体的には、複数の楕円をその第１およ
び第２焦点において順次接続した断面形状を有している。その際、これら複数の括れ部２
０Ｂｃは、上記所定方向に互いに平行に延びるように形成されている。
【００３７】
　そして、このカーテン部材２０Ｂの前面２０Ｂｂにおける各括れ部２０Ｂｃの位置には
、光拡散部２０Ｂｄが形成されている。その際、これら各光拡散部２０Ｂｄは、カーテン
部材２０Ｂの前面２０Ｂｂにおける各括れ部２０Ｂを上下に跨ぐ横長の帯状領域に、シボ
加工等の光拡散処理を施すことにより形成されている。
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【００３８】
　図３に示すように、カーテン部材２０Ｂに入射した光は、その前後両面において全反射
による内面反射を繰り返しながら、その先端部の方向へ導かれることとなる、この導光途
中で、一部の光は各括れ部２０Ｂｃにおいて前面２０Ｂｂに対して臨界角未満の入射角で
到達し、これにより前方へ向けて出射することとなる。その際、カーテン部材２０Ｂの前
面２０Ｂｂにおける各括れ部２０Ｂｃの位置には光拡散部２０Ｂｄが形成されているので
、各括れ部２０Ｂｃからの前方出射光は拡散光となる。
【００３９】
　次に、本実施形態の作用効果について説明する。
【００４０】
　本実施形態に係る車両用灯具１０は、その導光体２０の構成として、カーテン部材２０
Ｂとその上端面２０Ｂａの位置に沿って所定方向（すなわち車幅方向に湾曲した方向）に
延びるように配置された棒状部材２０Ａとを備えた構成となっているが、その際、棒状部
材２０Ａは、光源３０からの光を該棒状部材２０Ａの右端面２０Ａａから入射させてその
内部を導光しながらその周面２０Ａｃからカーテン部材２０Ｂに向けて出射させる構成と
なっているので、この棒状部材２０Ａを上記所定方向に帯状に延びる光源として機能させ
ることができる。
【００４１】
　一方、カーテン部材２０Ｂは、その上端面２０Ｂａから入射した棒状部材２０Ａからの
出射光を、その内部を導光しながらその前面２０Ｂｂから出射させる構成となっているが
、このカーテン部材２０Ｂは、上記所定方向と直交する平面に沿った断面形状が複数の括
れ部２０Ｂｃを有する形状に設定されているので、これら各括れ部２０Ｂｃにおいてカー
テン部材２０Ｂを発光させることができる。そしてこれにより、導光体２０の発光領域を
上記所定方向およびこれと交差する方向に面状に拡げることができる。
【００４２】
　このように本実施形態によれば、導光体２０を備えた車両用灯具１０において、数少な
い光源３０で面状に拡がりのある発光領域を確保することができる。
【００４３】
　その際、本実施形態においては、棒状部材２０Ａとカーテン部材２０Ｂとが単一部材で
構成されているので、棒状部材２０Ａからの出射光をカーテン部材２０Ｂに対して効率良
く入射させることができる。そしてこれにより、棒状部材２０Ａとカーテン部材２０Ｂと
が離間して配置されている場合に比して、光源３０からの出射光に対する利用効率を高め
ることができる。
【００４４】
　また、本実施形態においては、カーテン部材２０Ｂの前面２０Ｂｂにおける各括れ部２
０Ｂｃの位置に光拡散部２０Ｂｄが形成されているので、これら各括れ部２０Ｂｃにおい
てカーテン部材２０Ｂを容易に発光させることができ、かつ、その発光の均一化を図るこ
とができる。
【００４５】
　その際、これら各括れ部２０Ｂｃは、上記所定方向に延びるように形成されているので
、カーテン部材２０Ｂが上記所定方向に延びる縞模様で発光して見えるようにすることが
できる。
【００４６】
　上記実施形態においては、棒状部材２０Ａの方がカーテン部材２０Ｂよりも長めに形成
されているものとして説明したが、カーテン部材２０Ｂの方が棒状部材２０Ａよりも長め
に形成された構成あるいは両者同じ長さで形成された構成とすることも可能である。
【００４７】
　上記実施形態においては、複数の反射素子２０Ａｓが、周面２０Ａｃから外周側へ突出
するようにして楔形の断面形状で上記所定方向に連続的に形成されているものとして説明
したが、周面２０Ａｃから内周側へ凹むように形成された構成や、楔形以外の断面形状で
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形成された構成や、上記所定方向に断続的に形成された構成とすることも可能である。
【００４８】
　上記実施形態においては、光源３０が、棒状部材２０Ａの右端面２０Ａａの近傍に配置
されているものとして説明したが、その左端面２０Ａｂの近傍に配置された構成や、その
右端面２０Ａａおよび左端面２０Ａｂの近傍にそれぞれ配置された構成とすることも可能
である。
【００４９】
　上記実施形態においては、光源３０として発光ダイオードが用いられているものとして
説明したが、それ以外の種類の光源が用いられた構成とすることも可能である。
【００５０】
　上記実施形態においては、棒状部材２０Ａが車幅方向に湾曲して延びるように配置され
ているものとして説明したが、上下方向あるいはそれ以外の斜め方向に延びるように配置
された構成とすることも可能である。
【００５１】
　上記実施形態においては、車両用灯具１０が、車両の右後端部に設けられるテールラン
プである場合について説明したが、車両に設けられる箇所や機能にかかわらず、上記実施
形態と同様の構成を採用することにより上記実施形態と同様の作用効果を得ることができ
る。
【００５２】
　次に、上記実施形態の変形例について説明する。
【００５３】
　まず、上記実施形態の第１変形例について説明する。
【００５４】
　図４（ａ）は、本変形例に係る導光体１２０を示す、図３と同様の図である。
【００５５】
　同図に示すように、本変形例の導光体１２０は、そのカーテン部材１２０Ｂの構成が上
記実施形態の場合と異なっている。
【００５６】
　すなわち、本変形例においても、カーテン部材１２０Ｂの前面１２０Ｂｂにおける各括
れ部１２０Ｂｃの位置には光拡散部１２０Ｂｄが形成されているが、これら各光拡散部１
２０Ｂｄは、カーテン部材１２０Ｂの前面１２０Ｂｂにおける各括れ部１２０Ｂｃを上下
に跨ぐ横長の帯状領域を断面円弧状に削り取ることにより、凹シリンドリカルレンズとし
て形成されている。
【００５７】
　カーテン部材１２０Ｂは、棒状部材２０Ａから斜め下前方へ向けて延びているので、カ
ーテン部材１２０Ｂに入射して、その導光途中で各括れ部１２０Ｂｃの光拡散部１２０Ｂ
ｄに到達した光は、この凹シリンドリカルレンズとして形成された光拡散部１２０Ｂｄに
おいて、比較的水平方向に近い出射角度で前方へ向けて拡散出射することとなる。
【００５８】
　本変形例の構成を採用することにより、導光体１２０のカーテン部材１２０Ｂを、灯具
正面視において上記所定方向に延びる縞模様で明るく発光して見えるようにすることがで
きる。
【００５９】
　なお、本変形例における各光拡散部１２０Ｂｄの部分に、さらにシボ加工等の光拡散処
理が施された構成とすることも可能である。
【００６０】
　次に、上記実施形態の第２変形例について説明する。
【００６１】
　図４（ｂ）は、本変形例に係る導光体２２０を示す、図３と同様の図である。
【００６２】
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　同図に示すように、本変形例においては、導光体２２０を構成する棒状部材２２０Ａと
カーテン部材２２０Ｂとが別部材で構成されている点で、上記実施形態の場合と異なって
いる。その際、カーテン部材２２０Ｂは、その上端面２２０Ｂａを棒状部材２２０Ａの周
面２２０Ａｃに対して等間隔をおいて離間させた状態で配置されている。
【００６３】
　本変形例の構成を採用した場合においても、上記実施形態と略同様の作用効果を得るこ
とができる。
【００６４】
　なお、本変形例の構成の代わりに、カーテン部材２２０Ｂの上端面２２０Ｂａが、棒状
部材２２０Ａの周面２２０Ａｃに接着された構成とすることも可能であり、このようにし
た場合には上記実施形態と同様の作用効果を得ることができる。
【００６５】
　次に、上記実施形態の第３変形例について説明する。
【００６６】
　図５は、本変形例に係る導光体３２０を示す、図２と同様の図である。
【００６７】
　同図に示すように、本変形例の導光体３２０は、そのカーテン部材３２０Ｂの構成が上
記実施形態の場合と異なっている。
【００６８】
　すなわち、本変形例においても、カーテン部材３２０Ｂの上記所定方向と直交する平面
に沿った断面形状は、複数の括れ部３２０Ｂｃを有する形状に設定されているが、これら
各括れ部３２０Ｂｃが上記所定方向に波打つようにして延びている点において上記実施形
態の場合と異なっている。その際、これら各括れ部３２０Ｂｃの波形形状は、上下に隣接
する括れ部３２０Ｂｃ相互間において半波長ずれるように形成されている。なお、各光拡
散部３２０Ｂｄの構成については、上記実施形態の場合と同様である。
【００６９】
　本変形例の構成を採用することにより、上記実施形態と同様の作用効果が得られるよう
にした上で、導光体３２０を上記実施形態の場合とは異なった模様で発光させることがで
きる。
【００７０】
　なお、上記実施形態およびその変形例において諸元として示した数値は一例にすぎず、
これらを適宜異なる値に設定してもよいことはもちろんである。
【００７１】
　また、本願発明は、上記実施形態およびその変形例に記載された構成に限定されるもの
ではなく、これ以外の種々の変更を加えた構成が採用可能である。
【符号の説明】
【００７２】
　１０　車両用灯具
　１２　ランプボディ
　１４　透光カバー
　２０、１２０、２２０、３２０　導光体
　２０Ａ、２２０Ａ　棒状部材
　２０Ａａ　右端面
　２０Ａｂ　左端面
　２０Ａｃ、２２０Ａｃ　周面
　２０Ａｓ　反射素子
　２０Ｂ、１２０Ｂ、２２０Ｂ、３２０Ｂ　カーテン部材
　２０Ｂａ、２２０Ｂａ　上端面
　２０Ｂｂ、１２０Ｂｂ　前面
　２０Ｂｃ、１２０Ｂｃ、３２０Ｂｃ　括れ部
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　２０Ｂｄ、１２０Ｂｄ、３２０Ｂｄ　光拡散部
　２２、２４　導光体支持部材
　３０　光源
　３２　光源支持部材
　Ｃ　中心位置

【図１】 【図２】
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【図５】
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